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研究要旨 

診療所における経口抗菌薬適正使用のための多面的アプローチ（multidisciplinary 

approach）の効果的な方法論の確立を目指すため，金沢医科大学病院と感染対策向上加算で連

携している施設を対象に，抗菌薬適正使用に関するアンケート調査を行い，解析結果のフィー

ドバックを行った．また，定期開催される連携会議において，抗菌薬使用状況（DOD，Access

比など）のフィードバックを行い，抗菌薬適正使用の推進を図った．COVID-19 パンデミック

の診療への影響が低下する中で，外来抗菌薬使用量が増加したが，Access 比は低下傾向にあっ

た．様々な啓発活動により患者の意識も改善してきており，2024 年度より導入された「抗菌薬

適正使用体制加算」算定を目標として，施設毎の課題の解決を行い，さらなる抗菌薬適正使用

の推進を目指す．また，「高齢者施設における薬剤耐性菌対策ガイド」の「10. 参考資料」章の

作成を担当した． 

A．研究目的 

診療所および高齢者施設など，医療資源が限

られた環境において，外来経口抗菌薬適正使用

のための多面的アプローチ（multidisciplinary 

approach）の効果的な方法論の確立を目指す

（図 1）ことを目的とする． 

B．研究方法 

1) 抗菌薬適正使用の推進〜当院と連携する多

様な背景を持つ施設（病院，診療所）に対

する啓発活動とその効果

一般市中病院とは異なり，診療所や高齢

者施設では，医療資源はもとより，その他

の人的，物的資源も限られており，薬剤耐

性菌制御の方法論としては，病院内で行わ

れているような，専任 ICT による抗菌薬適

正使用の推進や，感染対策の実施支援は困

難なことが多い．このような環境では，マ

ニュアル作成や職員への周知のみでは不十

分 で あ り ， 多 面 的 ア プ ロ ー チ

（multidisciplinary approach）の有効性が

期待される．また近年の，抗菌薬の供給不

足により，抗菌薬適正使用の推進が困難な

状況も推測される． 

このような背景のもと，臨床現場におけ

る現状把握のため，金沢医科大学病院と感

染対策向上加算で連携している加算 2（n=3）

および 3（n=3）算定病院，外来感染対策向

上加算を算定している診療所（n=18）を対

象に，抗菌薬適正使用および抗菌薬不足に

関するアンケート調査を行い，連携施設に

結果を解析・フィードバックするとともに，

さらなる抗菌薬適正使用の推進を指導した

（アンケート調査は 2023 年度実施）．

 2024 年度よりポストコロナにおける感

染症対策の評価として，「抗菌薬適正使用体

制加算」が感染対策向上加算に導入された．

これはサーベイランスシステムである J-
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SIPHE/OASCIS への参加（データ登録）を

前提に，AWaRe 分類の Access に分類され

る抗菌薬の使用比率が 60％以上又はサー

ベイランスに参加する医療機関全体の

30％以内であることが基準とされている．

当 院 と 連 携 し て い る 施 設 に も J-

SIPHE/OASCIS への参加とデータ登録を

依頼した． 

これらの取り組みの成果評価のために，

当院との連携施設に対して，経口抗菌薬使

用状況調査を継続的に行っている．調査結

果は連携会議（年 4 回開催）でフィードバ

ックを行い，抗菌薬適正使用の啓発を行っ

た． 

2023 年度までは，独自の調査票を用いた

使用量調査を， 2024 年度からは J-

SIPHE/OASCIS に登録された抗菌薬使用

量を用いて評価した．外来抗菌薬使用量

（DDD），1 ヶ月の延べ外来患者数から算

出 さ れ る DOD （ DDDs/1000 

outpatients/day），Aware 使用比率を算出

し，施設毎の評価を行った．有意差検定は

中央値の比較（Mann-Whitney U test）に

よって行った． 

2） 「高齢者施設における薬剤耐性菌対策ガイ

ド」の作成 

 研究班員による分担執筆により，ガイド

の「10. 参考資料」章の作成を担当した． 

 

（倫理面への配慮）  

本研究は，体制整備についての研究であり個

人が識別できるデータは取り扱わないが，病院

名も匿名化を図り，団体の不利益に十分配慮す

る． 

 

C．研究成果  

1）アンケート結果とフィードバック 

・加算 2 および 3 算定施設のすべて，診療

所の 10/18 施設（合計 16 施設）より返答

があった． 

・感冒への抗菌薬処方率は 20％以下が

62.5％と最多となったが，診療所では

50％にとどまっていた． 

・処方された経口抗菌薬は 3Cephが最多と

なり，特に診療所では 55％とより多く処

方されていた． 

・上記の結果について，フィードバックを

行い，連携会議で集計される使用量調査

の結果も含めて，継続的に抗菌薬適正使

用の啓発を行った． 

・薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン

の目標達成のために必要とされるものと

して，①患者への説明資料，②一般市民

への広報，③治療マニュアル・手引き，

④診療報酬でのインセンティブの回答が

多かった．④に関して，2024 年度から感

染対策向上加算に導入された「抗菌薬適

正使用体制加算」について，サーベイラ

ンスへの参加を促すとともに，基準を満

たすための方法論について，連携会議に

おいて継続的に議論を行った． 

 

2) 外来抗菌薬の使用量調査 

 2023/4〜9 月のデータ［独自調査：病院

（n=4）および診療所（n=5）］と 2024/4〜

9 月のデータ［J-SIPHE/OASCIS データ：

病院（n=6）および診療所（n=4）］にて比

較を行った． 

総 DOD の中央値は病院 266→329，診療

所 296→754 とそれぞれ増加傾向であった

が，特に診療所で顕著であった（2024 年デ

ータ比較で有意差あり）． 

Access 比（％）の中央値は病院 27.6→

21.9，診療所 13.9→13.5 と，病院において

低下傾向であった（有意差無し）． Access

比の範囲は、病院（15〜42％）、診療所（1

〜28％）であり，どちらも施設間格差があ

るが，診療所では特に低い施設（1％，4％）
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があった．一方、病院の 1 施設（Access 比

42％の施設）のみが「抗菌薬適正使用体制

加算」を算定できていた． 

 

3） 「高齢者施設における薬剤耐性菌対策ガイ

ド」の作成と公開 

 他の本研究班員との分担により，高齢者

施設における薬剤耐性菌対策ガイドの作成

を行い，発刊した．「10. 参考資料」（高齢者

施設における薬剤耐性菌対策について，国

内及び海外の参考資料を紹介）を担当した．

米国 CDC，オランダ，OECD の最新ガイド

ラインから関連する部分を抜粋要約し，資

料を作成した． 

 

D．考察 

 金沢医科大学病院と連携している診療所 18

施設を含む 24 施設を対象に，抗菌薬適正使用

および抗菌薬不足に関するアンケート調査を

行い，その結果のフィードバックを行った．ま

た，継続的に集計される抗菌薬使用量（2023 年

ま で は 独 自 調 査 ， 2024 年 度 か ら J-

SIPHE/OASCI）のフィードバックとともに，

抗菌薬適正使用の推進を啓発した． 

 外来における抗菌薬の総使用量の増加につ

いては，COVID-19 が 2023 年 5 月より 5 類感

染症に移行し，さらにインフルエンザを含む上

気道炎などの市中流行性感染症の増加の影響

もあると考えられる．特に，診療所ではその影

響が大きかったものと推測される． 

 一方で，抗菌薬の使用量は増加したが，

Access 比は低下傾向にあり，抗菌薬適正使用

推進の効果と考えられた．診療所よりも病院に

おいて低下傾向は明確であり，各施設内での啓

発活動とともに 2024 年度より導入された「抗

菌薬適正使用体制加算」の影響もあったものと

考えられる． 

 診療所においては，施設間格差が大きく，各

施設において対象となる患者背景，疾病の違い

が大きいと考えられた．石川県下の医療施設を

対象とした質問紙による調査における 2019年

と 2023 年の比較（学会発表 4）で報告）にお

いては，基礎疾患の無い感冒や急性気管支炎に

抗菌薬を処方した割合で有意に改善した．また，

使用される抗菌薬については，ペニシリン系の

増加，マクロライド系，セフェム系の減少がみ

られた．感冒に抗菌薬が無効であることを理解

している患者の割合も，有意に改善しており，

①患者への説明資料，②一般市民への広報の効

果と考えられた． 

「高齢者施設における薬剤耐性菌対策ガイ

ド」では参考資料を担当し，海外の代表的なガ

イドラインを引用し，資料を作成した．この中

で，AMR 対策において高齢者施設での抗菌薬

適正使用の重要性と困難さが示された．わが国

においては，高齢者施設と感染対策防止加算を

算定する病院との連携が進められており，新興

感染症のみならず AMR 対策についても連携

を深める必要があると考えられる． 

 

E．結論 

外来経口抗菌薬適正使用推進を図るための

多面的アプローチ推進において，保険診療上の

インセンティブが 2024 年度より「抗菌薬適正

使用体制加算」として導入された．COVID-19

の 5 類移行により，市中感染症の流行状況がパ

ンデミック前に戻りつつある中で，外来での抗

菌薬使用が増加したものと推測された．しかし

ながら，Access 比は施設間格差が大きいなが

らも改善傾向にあり，各施設の抗菌薬適正使用

の推進とともに，患者の意識も変化してきてい

るものと考えられた．医療機関のみならず，高

齢者施設においても抗菌薬適正使用を推進す

る必要がある． 
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